
（１）企業版ふるさと納税について

自治基本条例との関係

自治基本条例第２５条において「市長は健全な財政運営に努めなければならない」と規定されている

ことから、川口市では企業版ふるさと納税制度を活用した寄附を募り、健全な財政運営を推進している。

また、条例前文では、将来の川口を見据え、「住んでよかった」、「これからも住み続けたい」と

実感できる「ふるさと川口」の実現をうたっており、国の地方創生の趣旨に沿うものとなっている。

ア 概要

国が認定した地方公共団体の地方創生プロジェクトに対して企業が寄附を行った場合に

法人関係税から税額控除する仕組み。令和２年度より、地方への資金の流れを飛躍的に高める観点から、

損金算入による軽減効果（寄附額の約３割）と合わせて最大で寄附額の約９割が軽減される仕組みとなった。

イ 本市の地域再生計画（地方創生プロジェクト）

・地産地消による市内経済好循環創出事業（令和2年度～令和4年度）（※今回の効果検証の対象）

・川口市まち・ひと・しごと創生推進計画（令和3年度～令和7年度）（※今回の効果検証の対象外）

ウ 効果検証

事業年度の翌年度に、外部有識者を含め効果検証を行い、その結果を公表する。
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（２）地産地消による市内経済好循環創出事業について
ア 概要

本市が持続的に発展していくために、市内経済の好循環を形成し、市民所得が市外消費によって流出すること

を防ぐとともに、市内消費の増加によって市内生産により多くの所得を還流させ、市内勤労者の給与収入の増

加につなげることが必要である。市産品の活用・市内事業者への優先発注等の促進により、市内事業所の生産

を刺激し、市内民間勤労者数・市内勤労者所得を増加させ、さらなる市内経済の活性化を狙うもの。

イ 寄附実績

・地産地消による市内経済好循環創出事業 （令和２年度 １件 10,000,000円）※本市初事例

ウ 重要業績評価指標（ＫＰＩ）

ウ 効果検証

事業年度の翌年度に、外部有識者を含め効果検証を行い、その結果を公表する。

エ 寄附実績

・地産地消による市内経済好循環創出事業 （令和2年度 1件 10,000,000円）

重要業績評価指標（ＫＰＩ）
計画開始時点

（Ｒ元年度）
Ｒ2年度

目標値

（令和4年度）

市産品展示会出展企業商談率 71％ 79％ 90％

市産品展示会出展企業売上高（平均）

（令和元年度と比較）
基準値

3.67％向上
（平成30年度と比較）

3％向上
（令和元年度と比較） 2



（３）川口市市産品フェアについて

ア 概要

製造業、緑化産業を中心とした市内で生産される製品や市内で営業するあらゆる業種のサービス等を市内外の

企業や市民等に広く周知するとともに、本市職員及び近隣自治体に対して公共事業への活用をＰＲすることに

よって、市内企業の販路拡大と発展を図るとともに地域経済を活性化させることを目的とする。さらには、会

場となるＳＫＩＰシティの活性化に繋げるもの。

イ 実施内容

開 催 日：令和２年１１月１３日（金）～令和２年１１月１４日（土）

開催場所：ＳＫＩＰシティ（上青木３-１２-６３）

来場者数：５，５０４人（２日間）
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（３）川口市市産品フェアについて

ウ 前回との変更点（新規取り組み）

・新型コロナウイルス感染症対策として会期を２日間に短縮するとともに、事前来場登録、来場時受付・

検温の実施、消毒液の設置等を行った。

・マッチングコーディネーターを起用したビジネスマッチングにおいて、会期中ならびに会期前後にオン

ライン上の商談を導入した。

・例年会期中に現地会場で実施していた出展者プレゼンテーションを、事前収録によるWEB配信方式に変

更し、会期前後も視聴可能とした。

・新型コロナウイルス感染症対策製品を製作または、
関連事業を展開している市内企業のブースを集約す
るとともに、製品のみを展示する特設展示コーナー
を多目的ホールに設置した。
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①市産品展示会
出展数：121企業・団体 計151小間

②飲食店舗コーナー
出店数：21団体
（テント15団体・キッチンカー6団体）

（３）川口市市産品フェアについて
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③産業団体等紹介コーナー

出展数：11団体（13小間）

④受発注企業商談会
参加企業：34社
（発注企業10社・受注企業24社）

（３）川口市市産品フェアについて
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⑤出展者プレゼンテーション（WEB配信）
（発表企業：22社）

⑥コーディネーターによるビジネスマッチング
（招致企業22社、マッチング件数70件）

（３）川口市市産品フェアについて
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（３）川口市市産品フェアについて

エ 実施結果

商 談 率：79％（アンケートに回答した94企業のうち74企業）

商談件数 成立件数 成立金額

市産品フェア期間中のもの

1,923件

10件 244,000円

市産品フェア期間中に商談があり、
その後成立したもの

45件 3,682,598円

市産品フェア終了後、
出展の影響と思われるもの

213件 71件 8,126,110円

計 2,136件 126件 12,052,708円
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